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聖  句： あなたがたの光を人々のまえに輝かしなさい。      （マタイによる福音書５：１６） 

保育目標： ０歳児 ・保育者に見守られ、身体を動かす心地よさを感じる。 ・秋の自然を感じる。 
      １歳児 ・身体をいっぱい動かして、楽しく遊ぶ。      ・秋の自然を感じる。 
      ２歳児 ・友達や保育者と一緒に、興味のあることを見つけやってみる。・秋の自然を楽しむ。 

年少組 ・友達と一緒に運動や遊びを楽しむ。        ・秋の自然に触れて遊ぶ。 
      年中組 ・友達と力を合わせてやってみる。         ・秋の自然に親しむ。 
      年長組 ・力を合わせていろいろな活動に意欲的に取り組む。 ・秋の自然に親しむ。 

みちしるみちしるべべ
 みずからのために道しるべを置き みずからのために標柱をたてよ （エレミヤ３１：２１） 

  
人になれ 奉仕せよ 

秋の空は移ろいやすく、天気の移り変わりに私たちは一喜一憂してしまいます。行事の多いこの時期は、晴れ

の日ばかりを望んでしまいますが、子どもたちと雨の日も晴れの日も神さまからの恵みと受けとめ、感謝して過

ごしたいと思います。 

先日は、うんどう会を大学体育館（昨年の経験を活かした判断）で行いました。お家の方々のご理解とご協力

に心から感謝いたします。本当にありがとうございました。当日は、乳児さんから幼児さんまで自分たちの持っ

ている力を一人ひとり発揮して、お家の方たちと楽しい時を過ごすことができたと思います。また、子どもたち

は自分たちが作った物を身に着けたり使ったりしてうんどう会を楽しむ事が出来ました。乳児さんや年少組さん

はお家の方と一緒に作った経験が心に残ることでしょう。また、年中・年長組さんは自分が作った物に愛着や 

自信を持ったと思います。しばらくの間、子どもたちとうんどう会の余韻を楽しみたいと思っています。 

さて、秋もだんだんと深まり自分たちの周りの自然に目を向けたり手で触れてみたりする機会が増えていきま

すね。最近、園庭に新しい木々(栗や柿、みかんやブルーベリー、びわなど十数種類の実のなる木)を植樹しまし

た。実が熟して美味しくなったら、子どもたちと収穫しようと楽しみにしていたのです。ところが、庭の変化に

気が付いた子どもたちが早々、触ったり匂いを嗅いだり･･･とうとう収穫してしまいました。大人はまだ熟して

いないので取らないで欲しいと思うのですが、子どもたちの興味関心を止めることはできません。では、どうし

たら待ってもらえるのでしょうか？「取らないで」と言う事は簡単なのですが、『どうして取らないほうがいい

のか』『取ってしまったらどうなるのか』『待ってみたらどんな味になるのか』などなど、子どもたちと一緒に 

考えることはたくさんあると思います。答えを急いで出すよりも、その行為の意味を考え理解する事が大切なの

ではないでしょうか。それには、時間と手間をかけなくてはなりません。子どもたちと一緒に収穫してしまった

緑色のみかんを食べてみるのもいいでしょう。また、収穫してしまった実を大切に取っておいて、熟した実と 

比べてみるのもいいでしょう。色々と五感を使って、子どもたちが物事の本質にたどり着けるように、私たちは

一緒に考えていきたいと思います。他にも園庭には小さな自然がたくさんあります。草の中にいる虫や空を飛ん

でいるトンボ、色とりどりの葉っぱやドングリなど。大人よりも子どもたちの方がよく気づいて教えてくれます。

身近にある自然を生活に取り入れて、子どもたちと豊かな体験ができるように私たちも感性を磨いていきたいと

思います。 

また、子どもたちが自分の足で歩く事が楽しくなり、行った先々で面白いことや不思議なことをいっぱい見つ

けてもらいたいと思い、散歩の機会も増やしていこうと思っています。キャンパス内はもちろんのこと、近所に

ある公園（室の木公園や八景公園など）に散歩に行き、今まで気付かなかった自然探しを子どもたちと楽しみた

いです。 

神さまが創ってくださった自然に感謝し、喜びをもって心と身体でそれを味わいたいと思います。そして、 

子どもたち一人ひとりの育ちに寄り添いながら、これからも神さまと共に歩んでいけますようにと祈ります。 

副園長 鈴木 直江 
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二学期がスタート！

おじいちゃんおばあちゃんだ～い好き！

年中組はきれいに染め紙をして、栞を作りました

年長組はマーブリングという手法で栞を作りました。

お父さんの会お泊まり会
9月１日～２日 １７組の親子が集い、にぎやかな活動となりました。
「ビオトープの清掃」「園庭で使うテーブルや棚作り」「ストライダー
置き場作り」をしてくださいました。

作業の後、お父さんと子ども達も一緒にカレーを作って頂きました。
夜は、花火を楽しみ、園庭に張ったテントでお泊りしました。
お父さん達にとっても子どもたちにとっても嬉しい経験になりました。
暑い中のご参加、ありがとうございました。

横浜トリエンナーレ

遊びや
生活の中から

藍染め
昨年に続き、年長組の子ども達が5月、種まきをして育てた藍が大きく育ちまし
た。Ｔシャツに叩き染めをすることにしました。自分で選んだ葉っぱを切って思い
思いにTシャツの中に並べビニール袋を載せて上からトンカチで叩きました。き
れいに染まるようしっかり叩き、１日乾かしてから、くっついている葉っぱを剥が
すと、白いシャツにきれいな藍色の葉っぱの模様が・・・自分でデザインした世
界で一つのＴシャツを着てうんどう会のパラバルーンに臨みました。

うんどう会

園長先生のご挨拶

年中組 悪者対忍者の
対決

体操「じゃんけんレンジャー」

年長組 パラバルーン
みんなの力の集結です

親子の触れあい遊び
「ムーブ」

年少組 おばけにへ～んしん！

忍法 石の術

年長組かけっこ 真剣です

乳児クラスふれあい遊び

瀧田先生のお話しをよく聞いてから、玄関先で大事に育てた
藍の葉を自分で選んで切りました。

世界でたった一つのTシャツを
うんどうかいでお披露目しました

「どうやって置こうかなあ」と
考えてから・・力強く叩きます。

おしゃれコーナーが新設され変身を楽しんでいます
（年少・年中・年長組）

お料理たくさんできたよ
（年中組）

園庭のあちこちに秋の虫
たちが登場。ここには何が
いるかな？(年長組）

かまきりさんと遭遇。
（乳児クラス）

流しそうめんの再現かな？(年長組）

粘土でお団子３色お団子(年中組）

美味しい給食いただきます。
自分で食べる事が嬉しいんです。
(乳児クラス）

地球儀を見ながら
「これはどこかなあ」
(年中・年長 組）

「けっこう大きくなったよね」
力を合わせて大きな山づくり
(年長組）

園長先生の宝物を盗んでしまったという悪者からの手紙が・・。
園長先生を助ける為に忍者への修行に夢中です。 (年中組）

箱をつなげて電車になったよ
(年中組）

色を混ぜてオリジナル色水の完成
(年中組）

つなげてつなげて(乳児クラス）

「お兄さんなにしてる
のかなあ」とじっくり
観察(乳児クラス）

かけっこごっこ。
「ここがスタート？」（年少組）

がんばってのぼるぞ！
（乳児クラス）

お庭で見つけたお花で色水
作り(年少組）

おばけだぞ～だれ？(年少組）

楽しい給食＆お弁当タイム
（年少組）

手作り車でレッツゴー！
(年少組）

お友達はどんな夏を過ごしたのかな、それぞれの
クラスで子ども達がみんなの『思い出シート』を
じっくり眺めていました(年少・年中・年長組）

毎月来てくださるわらべうたのふみちゃんと
(乳児クラス）

今年は雨が心配されたので安
全を考慮し、体育館で行いま
した。

乳児クラスから年長組まで、
日頃の遊びの中で培ったもの
をお友だちやお家の方と一緒
に楽しく体を動かしました。保
護者の皆様はじめ、ご来賓の
先生方、島根さん、ボランティ
アの学生さん、実習生の皆さ
ん、たくさんのご協力を頂きあ
りがとうございました。

年少組の子ども達は手型を押して『お‘手’がみ』にしました

1２日、郵便局の方がポスロボットと一緒に

こども園に来て下さいました。乳児クラス、年
少組、年中組の子ども達は、郵便局の方が用
意して下さった郵便車にお手紙を入れ、「おじ
いちゃん、おばあちゃ
んに届けて下さい！」
とポスロボットに
お願いしました。

年長組の子ども達は自分で切手を貼り、近く
の郵便ポストまでお手紙を出しに行きました

好きなメニューを書いて
みたよ（年長組）

ロケット公園へのお散歩。
木登り得意だよ(年少組）

忍法手裏剣の術(年中組）

大学のキャンパス内でお花や
どんぐりを発見。 (乳児クラス）


